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2019年1月14日（祝・月）まで開催中！【夏のお得なキャンペーン実施中！】

　
唐
津
藩
最
後
の
藩
主
で
藩
知
事
と

な
っ
た
小
笠
原
長
国
は
、新
時
代
に
活

躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、明
治
４

（
１
８
７
１
）年
に
英
学
校「
耐
恒
寮
」を

開
設
し
ま
す
。

　
英
語
教
師
に
招
い
た
の
が
18
歳
の
高

橋
是
清
で
し
た
。是
清
は
晩
年
に
首
相

１
回
、蔵
相
７
回
を
歴
任
し
、積
極
的
な

財
政
政
策
を
進
め
る
一
方
、軍
事
費
抑

制
方
針
で
軍
部
と
対
立
し
て「
二
・
二
六

事
件
」で
暗
殺
さ
れ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ

ま
す
。米
国
か
ら
帰
国
後
、放
蕩
生
活
を

送
っ
て
い
た
若
き
是
清
は
、東
太
郎
の
異

名
で
唐
津
に
赴
任
し
ま
す
。月
給
は
１
０

０
円
。藩
知
事
で
あ
る
長
国
の
月
給
が
30

円
で
す
の
で
、そ
の
期
待
の
大
き
さ
が
分

か
り
ま
す
。

　
生
徒
た
ち
は
是
清
の
同
世
代
で
、是
清

を
ま
ね
て
１
期
生
50
人
が
散
切
り
頭
に

し
て
い
ま
す
。当
初
は
大
名
小
路
に
学
び

舎
が
あ
り
ま
し
た
が
、火
災
で
焼
失
。藩

内
に
は
攘
夷
気
分
が
強
く
、反
対
派
の
放

火
で
あ
る
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。そ
の

後
、二
の
丸
の
藩
主
屋
敷
跡（
現・早
稲
田

佐
賀
中
高
）に
移
り
ま
し
た
。

藩財政を一手に引き受けた唐津藩士・
大島興義の長男。耐恒寮で高橋是清の
薫陶を受け、上京して学び、若くして
帰郷。26歳で佐賀銀行の前身である唐
津銀行の初代頭取になり、唐津湾の整
備、鉄道の敷設、市街地の電化など近
代化のインフラ整備を推し進め、地域
経済の発展に尽くす。昨年４月、旧邸
が唐津市南城内に移築復元された。

大島 小太郎（1859-1947）

　
耐
恒
寮
の
授
業

は
英
語
だ
け
を
使

い
、日
本
語
を
禁
じ

ま
し
た
。学
ん
だ
英

語
を
生
徒
が
試
す

た
め
、石
炭
を
積
み

に
唐
津
に
寄
港
し

た
外
国
船
の
乗
組

員
と
会
話
を
さ
せ

た
こ
と
も
。先
進
的

な
学
校
で
、将
来
の

女
子
教
育
の
た
め

に
教
師
に
育
て
よ
う
と
女
子
に
も
門
戸

を
広
げ
ま
し
た
。丸
の
内
レ
ン
ガ
街
を
築

い
た
建
築
家
で
三
菱
の
顧
問
で
あ
っ
た

曽
禰
達
蔵
の
妹
な
ど
数
名
の
女
子
が
入

学
し
て
い
ま
す
。

　
耐
恒
寮
は
わ
ず
か
１
年
３
カ
月
の
短

期
間
で
し
た
が
、曽
禰
達
蔵
、東
京
駅
や

日
銀
本
店
を
手
掛
け
た
建
築
家
の
辰
野

金
吾
、経
済
学
者
で
早
稲
田
大
学
第
２
代

学
長
の
天
野
為
之
、佐
賀
銀
行
の
前
身

で
あ
る
唐
津
銀
行
を
創
立
す
る
な
ど
唐

津
の
近
代
化
を
リ
ー
ド
し
た
実
業
家
の

大
島
小
太
郎
ら
を
輩
出
。

　
若
者
た
ち
の
情
熱
に
火
を
点
け
る
教

育
機
関
と
し
て
、明
治
の
世
に
若
き
リ
ー

ダ
ー
た
ち
を
送
り
出
し
た
の
で
す
。

唐津にあった奇跡の藩校

関係した偉人

耐 恒 寮
たい こう りょう

お
　が
さ
わ
ら
な
が
く
に

た
か

は
し
こ
れ
き
よ

た
つ
の

き
ん
ご ね

そ

た
つ
ぞ
う

あ
ま
の

た
め
ゆ
き

お
お
し
ま

こ
た
ろ
う

唐津市本町1513-15　☎0955（70）1717場　所

9：00～18：00開館時間 12月29日～12月31日休館日

県重要文化財で、初代頭取が大島
小太郎、建築監修が辰野金吾で、
耐恒寮出身２人と関わりがある。

旧唐津銀行

（唐津市所蔵）

唐津市大名小路
にある開設当初
の耐恒寮跡の碑

（
協
力
・
佐
賀
新
聞
社
）

移設後の耐恒寮跡

今年３月に「唐津近代教育
揺籃（ようらん）の地」記念
碑の除幕式が開かれた
（唐津市東城内の早稲田佐賀
中高正門前）

維新博の唐津サテライト館で、
来年１月14日まで「耐恒寮」を
映像や体験展示で紹介している。

ざ
ん 

ぎ

（注）明治改暦以前に生まれた人物の年齢については、数え年で表記しています。

人　口

世帯数

男：387,586人 女：431,979人
819,565人（前月比81人減）

309,342世帯（前月比331世帯増）

佐賀県の推計人口 平成30年6月1日現在

サガン鳥栖 検索

佐賀県プロサッカー振興協議会
☎0942（81）5290

詳しくは 

8月5日［日］  19：00～
VS セレッソ大阪

8月11日［土］  19：00～
VS 浦和レッズ

8月26日［日］  19：00～
VS ガンバ大阪

場所／ベストアメニティスタジアム

みんなで
応援しよう！

サガン鳥栖
8月Jリーグホームゲーム日程

［ ８月上旬～下旬 ］
● 地方税に関する事務に係る特定個人情
報保護評価書（案）

広報広聴課　☎0952（25）7351
佐賀県  パブコメ 検索

詳しくは 

8月実施 パブリック・コメント
ご意見をお寄せください

県立文化施設 イベントスケジュール
施設名 8 月 9 月上旬

九州陶磁
文化館
☎0955（43）3681
（有田町）

休館日

宇宙科学館
☎0954（20）1666
（武雄市）
※要観覧料

博物館
美術館
☎0952（24）3947
（佐賀市）

佐賀城本丸
歴史館
☎0952（41）7550
（佐賀市）

名護屋城
博物館
☎0955（82）4906
（唐津市）

8/19（日）まで
夏イベント ゆかたでドキドキ！佐賀城の夏！

8/3（金）～9/2（日）

明治維新150年記念展
幕末明治 有田の豪商
－蔵春亭と肥碟山信甫－

8/31（金）まで

明治維新150年記念企画展
高橋是清と辰野金吾－唐津藩洋学校 耐恒寮をめぐる人々－

9/9（日）まで

特別展 肥前さが幕末維新の「人」
－佐賀の人づくりが近代日本を支えた－

9/2（日）まで

夏の特別企画展
「恐竜展Ⅲ」ジュラ紀
～大型恐竜や始祖鳥が出現した時代～

8/19（日）13：00～16：00（唐津市民交流プラザ）

明治維新150年記念特別講座in唐津
「辰野金吾の建築と旧唐津銀行」

毎週月曜日（祝日・休日のときは翌日／九州陶磁文化館は翌日も開館）、ただし博物館・
美術館、佐賀城本丸歴史館は、無休。図書館は、8月29日（水）休館 ※毎月最終水曜日
公文書館は毎週月曜日

8/31（金）まで
10：00～16：30（受付16：00まで）

自由研究道場2018 ※参加費／お題ひとつにつき100～300円

印は肥前さが幕末維新博覧会関連の特別・企画展です維

維

維

維

維

維

9/8（土）～17（祝・月）第17回 伊万里・有田焼伝統工芸士展

※要観覧料（高校生以下等無料）

9/2（日）まで

グググッ！！ グリコ展
－佐賀に生まれた創業者江崎利一の想いにせまる－

維

9/2（日）まで

すごいぞ！ボクの土木展
ー佐賀をつくる・守る・支える、人と技術ー

歴史館ゼミナール（第165回）
「特別展記念講演会」 
講師／植松三十里氏（小説かちがらす～幕末を読みきった男～著者）

8/25（土）15：00～16：30

ナイトミュージアム20188/12（日）18：30～21：00

「旧唐津銀行」
提供：（一社）唐津観光協会

「色絵果実文洋食器セット」
有田田代家寄贈
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8月は「食品衛生月間」です。
夏場は食中毒が多発する時
期なので手洗いチェック体
験やクイズラリーなど楽しい
イベントをとおして、食中毒
の予防法を学びましょう。

と　き　8月25日（土） 10：00～17：00

ところ　ゆめタウン佐賀  セントラルコート
　　　　（佐賀市兵庫北）

夏の食中毒予防フェア

催しもの

工事期間　9月～平成31年3月頃

記念塔を移設します
国民スポーツ大会等に向け
たSAGAサンライズパーク
（仮称）の施設整備に伴い、パー
クの一角にある「陸軍歩兵第
55連隊」記念塔（昭和33年建
立）を移設します。記念塔を
建立された「55会」関係者の
方で移設工事の詳しい説明
が必要な方は8月末までにお
問い合わせください。

詳しくは
（公社）佐賀県食品衛生協会  佐賀中部支部
☎0952（31）1324 詳しくは

総合運動場等整備推進室
☎0952（25）7482


